
山陰発
技術シーズ発表会
in島根2011

主催：国立大学法人島根大学
共催：独立行政法人科学技術振興機構、島根県、財団法人しまね産業振興財団、中国地域産学官連携コンソーシアム
後援：松江市、出雲市、雲南市、はまだ産業振興機構、島根県商工会議所連合会、島根県商工会連合会

島根県中小企業団体中央会、株式会社日本政策金融公庫松江支店、株式会社商工組合中央金庫松江支店
株式会社山陰合同銀行、株式会社島根銀行

山陰地域における産学官のさらなる連携促進を図るため
今般、山陰地域の研究機関による

「山陰発技術シーズ発表会 in 島根 2011」を開催いたします。
本発表会では、「環境・エネルギー」、「計測・システム」

「農業・バイオ」、「食品」の4分野における
それぞれの機関の最新の研究成果や
地元との連携を意識した技術シーズを発表します。
大学、工業高等専門学校、産業技術センターとの連携による
新技術導入や新商品開発にご関心のある方
この機会に是非ご参加ください。

2011.3.4Fri 発表会●13：30─17：15
懇親会●17：30─19：00

くにびきメッセ601大会議室
松江市学園南一丁目２番１号

San-i n Technology Seeds P resentat ion Meet i ngs
in Sh imane 2011

定員100名
参加費無料
（事前登録制）

懇親会は会費制3,000円
場所：レストラン トークレスト ポモドーロ

（くにびきメッセ内）
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山陰発技術シーズ発表会 in 島根 2011
San-in Technology Seeds Presentation Meetings in Shimane 2011

13：30〜13：40	●	開会挨拶　
			   国立大学法人島根大学　理事（学術・国際担当）副学長  柴田　 均
			   独立行政法人科学技術振興機構 産学連携展開部　部長  菊池 文彦

14：40〜14：55	●	休　憩

14：55〜15：15	●	JST事業の紹介
			   科学技術振興機構 JSTイノベーションプラザ広島　
			   科学技術コーディネータ  上村 達男

17：10〜17：15	●	閉会挨拶

17：30〜19：00	●	懇親会

16：50〜17：10	●	ω-5グリアジン欠失小麦系統を用いた低アレルゲン化小麦製品の開発
			   島根大学 医学部 皮膚科　助教  高橋 　仁

15：15〜15：35	●	ロバスト制御を利用した低価格な視覚フィードバック系の実現
			   松江工業高等専門学校 電子制御工学科　助教  加藤 健一

15：35〜15：55	●	小型干渉顕微鏡による形状計測の高速・高精度化に関する研究開発について
			   鳥取県産業技術センター 電子・有機素材研究所　所長  西本 弘之

15：55〜16：15	●	遺伝子組換えトラップ植物を用いたネコブセンチュウ防除法の開発
			   鳥取大学 農学部 生物資源環境学科　教授  河野 　強

16：15〜16：35	●	島根県産天然ゼオライトを用いた遺伝子工学用試薬の開発
			   島根県産業技術センター 生物応用グループ　主任研究員  永田 善明

13：40〜14：00	●	WEPシステムによる中海浚渫窪地（無酸素水塊）の水質・底質改善
			   島根大学 総合理工学部　教授  清家　 泰

14：00〜14：20	●	竹繊維を活用した土壌中への効果的溶液輸送と有機物貯留による土壌環境修復
			   島根大学 生物資源科学部　准教授  森 　也寸志

14：20〜14：40	●	高い充放電容量を指向した二次電池材料の合成
			   米子工業高等専門学校 物質工学科　助教  谷藤 尚貴

16：35〜16：50	●	休　憩
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参加申込	 下記に必要事項をご記入の上、FAX（0852-60-2395）またはE-mail（crcenter@ipc.shimane-u.ac.jp）にてお申込みください。

■問い合わせ先／島根大学産学連携センター連携企画推進部門  担当：丹生（タンショウ）

　　　　　　　　　   　　TEL：0852-60-2290  FAX：0852-60-2395  E-mail：crcenter@ipc.shimane-u.ac.jp 申込締切：2月25日㈮

企業・団体名 部 署

役 職 氏 名

T E L E - m a i l

＊○をお付けください。

発表会　　参加　・　不参加

懇親会　　参加　・　不参加

本発表会への参加申込時の個人情報は、当センターからの産学連携事業のお知らせに使用させていただき、それ以外には使用いたしません。


